
広
島
藩
は
財
政
難
を
切
り
抜
け
る
 
 

た
め
、
文
政
年
間
の
事
業
と
し
て
「
工
 
 

芸
の
奨
励
」
に
よ
り
国
産
増
殖
を
積
 
 

極
的
に
す
す
め
ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
文
政
十
 
 

三
年
（
一
八
三
四
）
沼
田
郡
新
庄
村
 
 

（
広
島
市
西
区
三
滝
町
）
 
に
藩
営
の
 
 

製
墨
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
 
 
 

新
庄
墨
の
製
法
技
術
は
奈
良
墨
を
 
 

導
入
し
た
も
の
で
、
製
墨
師
は
奈
良
 
 

か
ら
招
い
た
中
川
半
次
郎
と
そ
の
子
 
 

南
露
義
芸
皇
撃
憫
寒
 
 

庫
次
郎
ほ
か
弟
子
十
一
人
で
し
た
。
 
 
 

天
保
二
年
 
（
一
八
三
一
）
安
芸
郡
 
 

熊
野
村
の
墨
尾
長
兵
衛
が
国
産
の
新
 
 

庄
墨
売
捌
取
次
の
筆
頭
に
選
ば
れ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

そ
し
て
同
六
年
に
は
長
兵
衛
改
め
 
 

住
屋
貞
右
衛
門
は
御
褒
美
と
し
て
銀
 
 

八
〇
匁
を
薄
か
ら
賜
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

ま
た
広
島
藩
は
貞
右
衛
門
に
対
し
 
 

「
右
製
墨
方
御
手
始
メ
之
頃
よ
り
売
 
 

捌
方
之
儀
専
引
受
甲
斐
々
々
敷
立
働
 
 

年
来
不
怠
出
精
候
二
付
」
と
し
て
熊
 
 

野
村
与
頭
同
格
の
格
式
を
与
え
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

国
産
の
毛
筆
を
作
る
事
業
は
「
工
 
 

芸
の
奨
励
」
に
よ
る
藩
の
殖
産
興
業
 
 

政
策
と
し
で
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
し
 
 

た
。
芸
州
筆
製
産
の
内
旨
を
受
け
た
 
 

貞
右
衛
門
は
庄
屋
千
兵
衛
と
相
談
の
 
 

上
、
毛
筆
技
術
の
習
得
生
と
し
て
摂
 
 

津
有
馬
に
佐
々
木
為
次
 
（
毛
筆
元
祖
 
 

－
 熊
野
町
史
通
史
編
六
九
五
貢
参
 
 

照
）
 
を
派
遣
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
 
 

ま
す
。
 
 
 

弘
化
三
年
ご
ろ
に
浅
野
藩
御
用
軍
 
 

司
に
付
い
て
筆
の
作
り
方
を
習
得
し
 
 

た
井
上
治
平
と
同
じ
く
有
馬
か
ら
製
 
 

筆
法
を
学
ん
だ
音
丸
常
太
が
前
後
し
 
 

て
帰
村
し
、
そ
の
技
術
を
村
民
に
伝
 
 

え
こ
こ
に
芸
州
筆
製
産
が
安
芸
郡
熊
 
 

野
村
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
 
 
 

ッ
 
鼻
■
埠
打
曹
 
 

長
ハ
ネ
．
㍉
Ⅵ
ヂ
‖
で
†
．
∵
■
「
男
 
■
 
 
ウ
J
・
J
▼
t
 
 

・
ノ
小
・
‥
■
∵
．
㌧
え
 
 

・
¢
悠
隼
二
号
3
、
 
 
 

摺
一
如
か
正
路
と
 
 
 

・
【
・
ノ
’
1
▲
れ
々
†
人
々
す
 
 

了
塵
や
 
 

†
ニ
寺
○
 
 

．
一
・
▲
卜
、
∴
 
 
 

なりたか 広島藩10代藩主 浅野斉粛公御義  

ー20－  


